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Ｑ 就任から３か月が経ちましたが、振り返って
みられていかがでしょうか。

就任当初「簡単にはいかない」と思っていた課題
が４点ほどありました。
一つは、交通事故のご遺族などからは“ザル法”
とのご批判も強い、危険運転致死傷罪の適用拡大に
ついてです。これについては法制審議会の諮問にか
けるところまで来ました。
二つ目は、人権委員会設置法案です。国連からは

「日本に人権救済機関がないのはおかしい」という
指摘をたびたび受けているのですが、なかなか国内
での理解がすすみません。できるだけ早く、なんと
か国会に提出したいと思っています。
三つ目は、再犯防止策です。このほど国としての
数値目標を設定しました。特に若者の初犯者の再犯
をどうやって防ぐかが重要です。厚労省との連携な
ども進んできています。
四つ目は、法曹養成制度です。８月、内閣に法曹
養成制度関係閣僚会議を設け、その下に学識経験者
等から成る法曹養成制度検討会議を発足させまし
た。国際的に見れば、社会のリーダー層は大学院卒
であるのが当たり前で、そうでないと海外ではカウ
ンターパートとしてなかなか認めてもらえません。
法科大学院の定着によって、日本の法曹の海外での
プレゼンスも変わっていくと思います。

Ｑ 弁護士、弁護士会へのメッセージを

司法制度改革の理念は、法曹資格を持った人が幅
広く社会で活躍する世の中を作ることにあります。
たとえば、日本の企業が海外に進出するためには、
日本の法曹の方々のバックアップが不可欠です。現
に法曹資格を持っている弁護士の皆さんには、若手
のためにも、グローバルな活躍の場所を積極的に広
げてもらいたいと思います。
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政治を動かす・未来を動かす

平成２４年９月３日 法務大臣室にて

写真左から、飯田隆（広報委員長）、中本勝（奈良支部長）、
滝実法務大臣、柳楽久司（本誌編集長―聞きて）、平山正剛（理
事長）、出井直樹（幹事長）
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松野信夫氏が法務大臣政務官

法務大臣政務官 参議院議員 熊本県選挙区 当選１回／衆１回
熊本県弁護士会所属 ３４期

貸金業法改正に関する民主党弁護士登録議員との懇談会開催
２００６年に成立した改正貸金業法（２０１０年完全施

行）の再改正問題について、７月３日、民主党弁

護士登録議員の方々にお集まりいただき、日弁

連・弁政連との朝食懇談会を開催した。日弁連か

ら改正法の施行状況を踏まえ、その効果を示した

うえで、現在議論されている再改正の内容の問題

点について意見交換を行った。民主党からは、江

田元参議院議長をはじめとして、６名の衆参国会

議員の方々にご参加いただいた。民主党内の動き

や他政党の動きを含め、かなり踏み込んだ密度の

濃い議論が交わされた。 （幹事長 出井直樹）

自由民主党との朝食会開催
２０１２年８月２２日に、司法制度改革、法曹養成制

度に関わりの深い自民党の議員の方々にお集まり

いただき、法曹養成制度を主テーマとする自民党

と日弁連・弁政連との朝食意見交換会が開催され

た。法曹養成フォーラムの後継組織である会議体

の設置が閣議決定で設置された直後の開催となっ

た。法曹養成問題担当の橋本日弁連副会長から、

法科大学院をはじめとする法曹養成制度の直面す

る課題と日弁連の改善提案について説明があり、

続いて率直な意見交換が行われた。また、法曹養

成制度や民事司法改革、刑事司法改革を含め、司

法改革関連諸課題について、今後も自民党と日弁連の継続的な意見交換の場を持ちたいとの提案が日弁連

執行部からなされ、実りの多い会合となった。 （幹事長 出井直樹）

弁護士である大臣政務官の紹介
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〈はじめに〉

【出井幹事長】

本日は「若手会

員 弁政連の活

用を語る」とい

うテーマで皆さ

んにお集りいた

だきました。は

じめに皆さんそ

れぞれ簡単に自

己紹介をお願い

できますでしょ

うか。

【槇氏】 福島県支部の槇裕康と申します。期は５５期

です。支部長である佐々木廣充弁護士に誘われて弁

政連に入りました。支部の設立が３年前なんですけ

れど、支部設立に当たって、執行部をやれというこ

とで副幹事長を仰せ付かりまして、断る余地もなく

入りました。

【出井幹事長】 それでは好永さん。

【好永氏】 広島支部の好永裕一といいます。期は６２

期です。昨年７月に独立したのでちょうど独立して

一年くらいになります。弁政連に入った動機なんで

すけど、弁護士登録して間もないころに入会の案内

が配布されて“５年間は年会費が無料”と書いてあっ

たので、とりあえずタダなら入ってみようと入って

みました。

【出井幹事長】 それでは関口さん。

【関口氏】 東京弁護士会所属の関口慶太と申しま

す。期は６３期です。私が弁政連に入ったきっかけは、

私の父が２０年以上地元の群馬県で政治家として働い

ていたこともあり、もともと政治に対する関心があ

りました。そして、東京弁護士会に入っての最初の

ころの研修の時に、弁政連のブースで、「何やって

いるのだろう」とお話しを伺いに行ったところ、そ

こで「近い日に企画会議をやるから来ませんか」と

誘われまして、企画会議に出席してみたところ、す

でに企画委員に入っていた…ということが経緯で

す。

【出井幹事長】 それでは松山さん。

【松山氏】 第二東京弁護士会所属の松山いずみと申

します。期は６４期です。私は二弁の“はなさき記念

館”という新人弁護士を支援している建物に所属し

ているんですけども、そこの関係でお世話になって

いる先生に弁政連に誘われました。あと友人に新聞

記者の人がいまして、その方が政治部なんですね。

その方からいろいろ国会議員の活動など聞いている

うちに、元々政治に興味があったので参加をしてみ

ました。

若手会員 弁政連の活用を語る若手会員 弁政連の活用を語る
司 会 出井直樹 本部幹事長

柳楽久司 本紙編集長

小川晃司 広報（委）副委員長

槇 裕康会員
福島県弁護士会所属

５５期
福島県支部副幹事長

好永裕一会員
広島弁護士会所属

６２期
広島支部副幹事長

関口慶太会員
東京弁護士会所属

６３期
本部企画委員会副委員長

松山いずみ会員
第二東京弁護士会所属

６４期
本部企画委員会副委員長
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座談会

〈福島県支部と広島支部の活動〉

【出井幹事長】 ありがとうございます。それでは皆

さん、これまで弁政連でどのような活動をされてき

たのかお聞かせいただければと思います。それでは

槇さん、いかがでしょう。

【槇氏】 福島県支部は平成２１年３月に設立されまし

た。一応副幹事長という立場ですが、基本的には県

選出の国会議員との協議会、および懇親会の事前の

会場取りから案内状発送からお金の出し入れなど全

般的に行っています。また会計責任者にもなってい

るということで実務面のかなりの部分を任されてい

る、そんな感じです。あとは震災前には、県選出国

会議員だけではなくて県知事とも協議会をもったり

して、その過程で秘書との打ち合わせにも参加させ

ていただいたりとかしていました。震災後は、福島

県弁護士会としての支援活動の方が重要になって弁

政連として協議会等の開催に手をつけられなかった

こともあるのですけれど、復興庁の議員さんにお話

をうかがったり、いろいろ協議の場をもったりする

などして、弁政連として震災対応の下支えもさせて

いただいています。

【出井幹事長】 槇さんはキャリアもかなり長いんで

弁政連支部でも本当に主軸として活動、活躍されて

いるということですね。で福島は被災県ということ

ですが、弁護士会としての復興の活動もあるでしょ

う、そちらの方にも力を尽くされていると思います

が、弁政連としても今おっしゃった活動をされてい

るということですね。

【槇氏】 そうですね。やはり弁護士会としての活動

というのは個別の相談体制とか受任体制とかそう

いったものを構築して、要は「色の付かない形」で

やっていくということにならざるをえませんよね。

他にも会長声明を出したりとかはできますが、これ

らの対応だけでは被害者の救済にはなかなか足りま

せん。例えば東電の基準ではなくて、ADRで獲得

された成果を東電の基準に反映させるように政治家

に働きかけるとか、そういう趣旨で弁政連としての

意見や要望を県選出の国会議員に送ったりしてきま

した。東京弁護団が主催した院内集会、そちらに弁

政連福島県支部として参加させていただいて、地元

の実情をお話したりとか、そんな形で、弁護士会と

してはなかなかやりきれない政治的な部分を補完す

る役割があると思います。特に賠償問題は政治の力

が重要だなということを、今ひしひしと感じていま

す。

【出井幹事長】 それでは好永さん。

【好永氏】 今広島支部の緒方支部長が２３年度から就

任したんですけど、その緒方支部長に声をかけられ

て「若手をちょっと盛り上げていきたいから、協力

してほしい」というお話をいただいて、それから積

極的に関わるようになりました。それで、手始めに

したのが県議とか市議と懇親会を開いたのですけ

ど、県議とか市議の仕事というのは正直私たちから

しても全く分からない世界、一方で県議・市議の先

生にとっても弁護士の世界は全く分からない世界な

ので、お互い知らない世界を知るという意味ではす

ごく良かったのかなと思いますし、政治の世界に関

して本音の話を聞けたのが面白かったですね。あ

と、自転車事故がけっこう多発していて、十分な保

険制度のない状況下でその賠償問題が加害者にとっ

ても被害者にとっても大きな問題になっていまし

た。そういう問題が広島に限らずでしょうけれど

も、全国的な問題になっていると思いますが、それ

についてなにかその弁護士として何か出来ないかと

いうので検討して「何か条例を作るのはどうか」と

いうことを考えて、支部長とのつながりがあった県

警の担当の方と直接意見交換をさせていただいたん

ですね。「実際条例作るとなったら、どうなるんで

すか」と伺ったら、こういうのは結局県全体なり市

全体に行政機関に周知が徹底しなきゃいけないの

で、議員立法だとどうしても無理がある。知事発、

市長発だと要するに全体に行き渡るんですけど、議

員立法だと根回しが十分いってない状態で仮に可決

されたとしても何にも用意ができていないので、さ

てどうしましょうになってしまうので、ちょっと厳

しいという話を言われてですね、なるほどじゃあ首

長提案でないと難しいんだなとそこで分かって、そ

れについて交通

安全協会の中の

自転車部門で対

応を進めている

ところなんでと

いう話を伺った

んで、じゃあこ

ちらで特に条例

案とか提案とい

う形はしなくて

いいのではない

かという話を若
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手とその担当者の方と話してと、そういった活動を

していました。

あとは、広島県病院協会の担当者と意見交換をし

たんですけれど、病院にはクレーマーが多く業務に

も支障がでているという話で、もちろん医師会には

顧問弁護士が付いておられて、訴訟になるようなレ

ベルになると顧問の先生が対応されるんですけど、

そこまでいかないクレーマーというのは、個別の病

院が対応せざるをえないということで、事務方とか

に非常に負担がかかる、担当者が鬱病とかになって

しまって大変だという話があるので、じゃあそこで

弁護士としてなにか、法律家としてなにか助力でき

るものはないでしょうかということで話を伺いに行

きました。これが平成２３年の活動です。平成２４年に

は県議・市議との懇親会、公職選挙法や条例の勉強

会などを開催しています。

【出井幹事長】 自治体の県議・市議との交流が、そ

れから今お話を伺ったら、けっこう弁護士業務に密

接なところで弁政連の活動をやられていてですね大

変参考になりました。槇さんは震災対応ということ

以外で何か支部の特徴的な取組みはありますか？

【槇氏】 まず弁

政連を立ち上げ

た当初、県選出

の国会議員に対

してサポータ制

度みたいなもの

を作ろうという

ことになりまし

た。要は各国会

議員に２名の弁

護士をサポータ

として張り付け

国会議員とサポータ弁護士との間で密にコミュニ

ケーションをとっていくという制度を作りました。

支部設立の時に来ていただいた議員さんに「この弁

護士があなたに付きますから、何でも相談してくだ

さい」というようなことをアピールして始めまし

た。実際に何処まで機能しているかという事もある

んですが、例えばパーティに出てくれとかですね、

そういった依頼が来た時には、基本的にはサポータ

である弁護士２名の内１名が行くというような形を

とっており、この点は特色があるかなと思っていま

す。ただ、現在は、震災対応において如何に政治の

力を活用して被害者対応をしていくところに当面は

力点を置いていかざるをえないという感じですね。

〈東京本部・企画委員会での活動〉

【出井幹事長】 ありがとうございました。それでは

東京の関口さん、松山さんに伺います。お二人とも

企画委員会ということですが、企画委員会の活動を

お聞かせいただけますか。

【松山氏】 私はいちばん活動歴が浅いと思うのです

が、まず山本有二議員との朝食会が行われまして、

そちらに参加しました。また自民党の主催のパー

ティがありまして、そちらに参加して高村議員や佐

藤ゆかり議員といった方たちと交流を持たせていた

だきました。あとは福島みずほ社民党党首との朝食

会の企画を担当させていただいております。

【関口氏】 私の場合も、朝食会や懇親会の企画がメ

インです。これまでに国会議員の先生との朝食会を

２つ企画しました。１つ目が民主党の金子洋一参議

院議員、この方は経済のスペシャリストでして、経

済という観点から「弁護士がどういう関わり方がで

きるのだろう」というところを語っていただきまし

た。もう１つが弁護士として活躍なさった後、衆議

院議員になってご活躍なされている自民党の山本有

二先生の朝食会も、企画させていただきました。あ

とは各政党単位での朝食会にも参加して、その記事

も弁政連ニュースに書かせていただいております。

朝食会をやっていて思うのは、政党単位の朝食会

は、日弁連が日弁連の政策を各党の国会議員の先生

に一度にまとめてアピールする機会になっていて、

個々の国会議員の先生にお話しいただける時間は３

分あるかないか、というのが実情です。これに対し

て、企画委員会が設けた、政党単位ではなく、個々

の国会議員の先生の朝食会ですと、お招きした先生

に、短くても４５分はご自身の所信をお話ししていた

だけます。そして、２０～３０分は質問・要望という形

で、朝食会に参加した弁政連のメンバーから「弁護

士業界はこのような課題を抱えているのですが、ど

のようにお考えでしょうか？」、「この課題について

は、ぜひこうして欲しい。」、逆に、国会議員の先生

からも「弁護士の先生にはこのように動いて欲し

い。」という提案がなされるので、深い会話が出来

るのが特徴です。

【出井幹事長】 確かに日弁連・弁政連で政党単位で

やる朝食会は議員さんが話す時間って、３分とか５

分とか、５分あればいい方ですよね。そういうこと

なので、そういうところでやはりまさに突っ込んだ
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座談会

話をお互いにするというのは大事でしょうね。

【柳楽編集長】 ところで、東京本部では都議会議員

とか区議会議員という自治体議員に関して何か企画

を立てたりしないんですか？

【関口氏】 少なくとも私が弁政連に入ってからは、

都議会・区議会議員との朝食会・懇親会はまだやっ

ていませんね。

【出井幹事長】 先ほど福島それから広島からお話が

あったように、自治体の議員との交流というのも

けっこう大事になっています。そこはだから東京本

部の方も取り組むべきかと思います。

【小川広報委員会副委員長】 あとは、先日首長との

連絡協議会をたしか企画委員会の方でやられたよう

ですね。それ継続的にやるような方向にはなってい

るでしょうか？

【関口氏】 全国弁護士市長会のようなものですね。

【小川広報委員会副委員長】 ええ、それで尚かつ職

員にも積極的に弁護士を採用していくムーブメント

を広げようというお話がされたというように伺って

いるのですけれど。

【関口氏】 そのとおりです。前回は明石市の泉房穂

市長にお越しいただきました。泉先生が市長になら

れてから２年という短い期間に５人も弁護士を採用

されました。その他にも社会福祉の専門家でありま

すとか様々な専門家を行政機関に採用して、行政の

専門性を向上させ、ひいては市民の権利の実現に寄

与しようという動きを全国に広げていこう、と。そ

の時、尾崎純理先生も参加されていて、尾崎先生が

「一万人の弁護士を行政機関に送るんだ」という話

をなさっていたのが印象的でした。

【小川広報委員会副委員長】 何かそういう市長連合

的なものと弁政連とのタイアップもしくは懇談みた

いな企画が継続されればよいと思います。

【出井幹事長】 本当はそこは日弁連でやらないとい

けないところかも知れないですね。

【小川広報委員会副委員長】 まあ日弁連が動かない

と弁政連が動くところかも知れないです。

〈弁政連活動を通じて感じていること〉

【出井幹事長】 それでは、皆さんが弁政連活動を通

じて感じていること、考えていること、それを伺い

たいと思いますが、松山さんお願いします。

【松山氏】 活動歴が浅いので抽象的な事しか言えな

いのですが、山本有二議員との朝食会に参加してな

により驚いたのは、政治家の方の熱弁を振るう説得

力といいます

か、弁護士もあ

る程度人を説得

する力が必要と

思いますが、そ

の何倍ものパ

ワーを政治家の

方は持ってい

らっしゃるので

はないかなと感

じたんです。弁

護活動とは違うフィールドの人の話を聞く機会があ

るというのはすごく貴重なことだと思います。そし

て、それに参加するというのも自分の弁護活動とは

直接は、もしかしたら関係ないのかもしれませんけ

れど、政治家の活動である立法によって人が助けら

れるということもありますから、「法で人を助ける」

という弁護士と同じ目標をもつ政治家の方の話を伺

うことは、全く関係がないわけではありません。な

のでそういった政治家の方の話を伺う機会があるん

だったら、これからも積極的に活動したいなと思い

ました。あと、朝食会に出るようになって私自身変

わったことがありました。新聞の政治面をちょっと

気にかけるようになったんですね、自分自身、政治

に対する興味が以前に比べたら強くなったと思いま

す。今の若い方は政治に対して無力感を抱いている

というか興味が無い方が多いですよね。これはすご

くもったいないことで、生活していく上では政治と

いうのは切っても切れないじゃないですか。消費税

にしても社会保障にしても。なので、もっと若手の

方にも政治に興味を持っていただきたいですし、そ

のきっかけが、例えば政治家の方から直接話を伺え

る機会があるんだよということを、私が紹介するこ

とで皆さんが政治に興味をもっていただけるのであ

れば、どんどん広めていきたいなと思っています。

【出井幹事長】 では関口さん。

【関口氏】 私と期の近い先生方と、ロビイングを勉

強して、例えば朝食会についても、もっと戦略的に

開催順を考えていけばいいのではないかという話を

することがあります。海外、特にアメリカですとロ

ビイストが専門家として存在して、彼らは報酬も

取ってその仕事をしていて、ロビイングの専門の本

も出ているわけですけれども、日本でそのような存

在が浸透しているだろうかというと、そうではない

と思います。ただ、実際に難しいのは、月１回の会
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合で、戦略的に継続的に企画を立てていくとする

と、企画に時間的に注力できる人間を据えておかな

いと難しいと考えています。

〈弁護士は政治家に何を提供できるか〉

【関口氏】 法科

大学院に在籍し

ていた頃、隣接

士業の方々が職

域を広げている

のを見てて、漠

然と弁護士会っ

てもしかして政

治力が低いん

じゃないかとい

うのは話題にな

りました。です

が、弁護士になって弁政連にいざ入ってみると弁護

士は想像していた以上に政治家に対するアピールを

しているんだということが分かってきました。後は

支部の先生がお話しくださったことで、職域を広げ

ようと必死の努力をなさっているんだという事が分

かりました。このような事情は、もし弁政連に入ら

なかったら、なかなか私も関心を持てなかったし、

分からなかったところじゃないかと思います。その

一方で、今回の震災対応でいうと、全国の弁護士の

先生方は懸命に手弁当で働いているのに、多くの国

会議員の先生から、「弁護士はもっとアピールが大

事じゃないか」と言われてしまうんですね。結局、

国政選挙の時に存在感をアピール出来ないというと

ころでそういう意見が出てしまうのかなとは思うの

ですが、そこは悩ましいところだなと思います。弁

護士の人の送り方というのは、選挙の集票システム

として機能するというよりは、政治家がこういう政

策をしたい、もしくは逆に社会にこういう問題があ

るから政治家に是非実現してほしいという、すごく

理念的な動きになっていると思います。ただ政治家

の先生方は個々の選挙のことを考えますから、政治

家の先生にしてみれば、次の選挙のときにどれだけ

この人たち、自分の力になってくれるだろうという

ことが関心事になる。そういうところが特に医師会

との対比で言われているんじゃないかと。ただ、そ

こをどう埋めていけばいいのか、難しいところです

ね。

【槇氏】 私も同感です。弁護士はそんなに数が多く

ないわけで、さらに言うと福島県というのはすごく

特殊で地域が分散しているんですね。たとえば懇親

会で弁護士が２０人参加したとしても、そのうち福島

市の弁護士は８人、郡山市の弁護士は７人とかです

ね、そういうふうにバラバラになるとしたら、政治

家からすると、会って握手して８票稼いだ７票稼い

だ、というレベルの話で、やっぱり票という面では

あまりメリットが無い。むしろそこで我々が機能さ

せたいのが先ほど話したサポータ制度です。公職選

挙法であるとか、例えば議員立法をするにあたって

弁護士が持っている情報とか、法律的な考え方とか

そういったものを無料で使えると、ざっくばらんに

聞ける、そういったようなことがサポータ制度の最

終的な目標かと思っています。やはり医師会とか司

法書士会とか他の士業のような集票システムには弁

護士会はなっていない、今後も多分なり得ないんだ

と思いますね。その中でやっぱりいかに違うメリッ

トを政治家の方々に提供できるのかというような切

り口でやっていきたいなと思っています。

【出井幹事長】 では好永さん。

【好永氏】 そうですね、地方は、やっぱり先ほど槇

先生がおっしゃたような感じで、その議員、衆議院

なり県議なりとつながりをもっと持って、広島も、

ゆくゆくはですけど。この間の定期総会には多くの

県議・市議にご出席いただきましてですね。その時

に支部長が言った話は、ゆくゆくは選挙の際に弁護

士をボランティアに付けると。携帯電話の番号を使

えて２４時間も何か疑問があったら相談してくれと。

こういう感じで要は議員が一番求めている時にお役

に立ちましょうと。公職選挙法とかギリギリ心配な

時とか選挙の最中に「これはどうなんだろうか、あ

れはどうなんだろうか」とか、選挙事務所に駆け込

んで相談に来た人にすぐ対応できるようにと。そう

いうところで対応していくことが必要かなと思いま

す。ただ、実際にはどの議員にどの弁護士をつける

かというのは、弁護士側の支持政党や主義主張など

とのマッチングの問題があって、人数の少ない地方

会では難しいところがあるかもしれません。ローテ

ンションで回していくということになると、逆に議

員の方もいやでしょうし、前自民党担当だった人が

うちの党にきたとなると、いくら守秘義務があるか

らと言っても何かこうすごく気持ちが悪いですよ

ね。東京ぐらい人数が多ければそれぞれ自分の主

義・主張に合うように組み合わせられるんでしょう

けど、地方になると難しいかもしれません。
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〈支部と本部の連携強化を〉

【好永氏】 あともう一つ思うのは、本部のほうで朝

食会とかをやっているのを弁政連ニュースの記事で

読むにつけて、そういうイベントをもっと地方と連

携してやってくれればいいのにと思います。地方か

ら見れば、何か雲の上でやっている話のようで、東

京で開かれた朝食会が地方に全然繋がって来ないの

ではないかということです。たとえば広島出身の議

員さんと朝食会をしているのに、そこに広島の弁護

士が誰一人参加していない。議員の方は地元につな

がりを持ちたいはずです。ですから、朝食会や勉強

会を企画していただいたらせめてその議員の地元の

弁護士を弁政連支部に問い合わせいただいて、１人

なり２人が参加できるようにさせていただくように

していただければと思います。そこは今後是非お願

いしたい。多分ほかの支部の皆さんも同じように

思っておられるんじゃないですかね。槇先生どうで

すか。

【槇氏】 まさに同じような思いを抱いています。先

ほど少しお話ししたんですけど、先日、６月２７日に

原発の賠償の関係の院内集会に弁政連福島県支部か

らの立場で参加しました。そもそもそれは東京の弁

護団が企画して下さった福島県選出の国会議員に対

する賠償の状況の説明会ということでした。当然東

京の先生が中心となっているところに福島から２～

３名参加させていただきました。このとき、後で、

東京の先生からも言われたことですが、地元の弁護

士が来てくれたことによって国会議員は聞く気も起

きるし反応も相当良かったということでした。だか

ら、そういう意味では、先ほど好永先生がおっしゃっ

たように本部で朝食会をやる時に例えば福島選出の

国会議員とであれば、来れるかどうかは別として連

絡いただいて、福島の弁政連からも参加していくと

いうことはいいことだと思いました。

【柳楽編集長】 今の話は企画委員会のほうで是非よ

ろしくお願いします。

【出井幹事長】 本当におっしゃるとおりだと思いま

す。

【小川広報委員会副委員長】 逆にその地方から本部

に対して、こんな企画を本部でやってほしいみたい

な、提案機能というものがあってもいいかと思いま

す。

【柳楽編集長】 支部のほうから見ていて、これ東京

でやってもらいたいとかですね、これは支部でやる

より東京でやった方がいいのではないだろうかと

か、そういうものはありませんかね。

【出井幹事長】 まさにその原発の集会も、これは地

方でもやらなきゃいけないし、中央でも関係しない

といけない。

【関口氏】 東日本大震災の時は、無数の通達が各省

庁から出ました。それをきちんと整理して検索しや

すくして、地方公務員の方達がスムーズに仕事を出

来るようにしようと、かなりの時間をかけて弁政連

の東京のメンバーでヤフージャパンと組んでボラン

ティアの仕事をしました。あの時期やったことは、

地方の弁護士の先生に対して、というより地方公務

員の方達に対して、貢献できたのではないかと思っ

ています。この例は、まさに地方はどういうことを

欲しているのだろうと考えて動けていた例じゃない

かと思います。ただ、毎回毎回そうやって朝食会の

時に地方のことまで配慮してるかといえば、不十分

だったかもしれません。

【出井幹事長】 支部の活性化というのはこれは弁政

連の組織的な大きな課題の一つです。建設的な意見

を伺えたと思います。

〈若手の活動の活性化のために〉

【出井幹事長】 もう一つ弁政連の組織的な大きな

テーマとして、若手会員の活動の活性化というテー

マがあります。皆さんのこれまでの活動、あるいは

弁政連に入る前の事を思い起こしてもらってもいい

のですが、若手会員に興味とか関心を持ってもらう

ために、どういう活動をしていけば良いのか。それ

についてお考えがあれば、お聞きしたいと思いま

す。

【松山氏】 考えてみたんですけど、なかなか思いつ

かなかったですね。たとえば国会議員の方とお話し

できる機会があるんだよといっても、「それと弁護

士の仕事とどう関係があるの？」という自分のメ

リットと引き換えで考えられてしまうので、難しい

ですね。なのでまずは「委員会に参加してください」

という言い方ではなくて、ミーハーかもしれません

けど、「こういうイベントががあって、ちょっと行っ

てみない？」とお誘いするのも一つの手かもしれな

いと思いました。

【柳楽編集長】 弁政連活動に限らずこれは会務活動

全般にいえることかもしれませんけど、若い期の

方、人数が急激に増えて来て、たとえば東京だった

ら会派がありますよね。東弁・一弁・二弁の中にそ
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れぞれ会派があって、その会派の目が届かない若手

がどんどん増えてきている。その方は委員会にも参

加しないし会務活動そのものから遠ざかっている。

でそこに先ほどおっしゃった政治に対する無関心・

無力感みたいなものが更に輪をかけて、弁政連なん

か絶対に最初から興味ないというかですね、あれは

好きな人だけやっていればいいんだと、俺たちは明

日の飯を食うので必死なんだみたいなことで、何か

短期的なメリットがないと、参加してなにか具体的

な良いことがあるよというのが示せないと、若い人

を誘うというのもなかなか難しいかなと、これは前

回の座談会で全く同じような話をしたんですけど

ね。

【小川広報委員会副委員長】 前回参加の広島の緒方

先生のお話を伺って、あの時に思ったのは、では地

方の若手の方からみて地方の若手の活動のその熱と

いうか、参加度合いというかですね、そのあたりっ

て、どんな実感をお持ちなんでしょう。

【好永氏】 そうですね、やはり同じで、うすいです

よ、何もしなければ。やっぱり政治に対してアレル

ギーがあるんですよ。何かあんまり関わりたくない

というのがあってですね、おっしゃる通り何か短期

的なメリットがないとまず入ることすらしてくれな

い。なぜか面倒なことを任されて嫌だから、という

ことだと思うんですけど。だから、まず入ることを

してもらうにしても何かメリットがなきゃいけな

い、だから職域を広げるというところに行きたいの

かなと思います。人脈づくりだといわれてもピンと

こないんですよ。実際、議員さんが来たらお偉い弁

護士先生たちが周りに座っていて、若手は遠く離れ

たところに座らされるわけですよ。まあ当然ですけ

ど。議員さんも隣の大先生と話をしていて、若い弁

護士から名刺もらっても、もう何か右から左みたい

な感じになっている。そんなの若手にとっては人脈

づくりでも何でもないので、そこに出て来てくださ

いと言っても実際のところ訴求力がない。だから将

来に仕事につながるんだよというのが、分かりやす

く目に見えないと参加してくれないですね。私自身

は、損得を考えず色々な活動に首を突っ込むのは面

白いんじゃないかと思うんですけど、あんまりそう

は思わないみたいですね、最近は。

【柳楽編集長】 そういう考え方をもつ人が減って来

ているのか何なのか、ある程度余裕が必要じゃない

ですか？

【小川広報委員会副委員長】 時間的にも経済的に

も。

【柳楽編集長】 余裕の無さを感じますよね。

【好永氏】 それはニーズに対応したご自分のものを

出さないと、いくら余裕が無いと嘆いてもしょうが

ないんで、やっぱり目の前の。

【柳楽編集長】 そうです。だから職域拡大と結びつ

けて、利用者側、国民・市民のニーズにも応えなが

ら弁護士の若手のニーズにも応えるという形でその

職域拡大と結びつけるのは非常にいい話だと思いま

すね。例えば議員さんそのものとの人脈づくりだけ

ではなくて、議員さんがある業界団体に太いパイプ

を持っていると、で、そこの業界の利益を擁護する

だけでは無いんですけども、何かそういう業界の勉

強会みたいなところにセットしてもらうとか、そっ

ちにもパイプを作ってしまうというようなことがで

きれば広がりが出てくると思うんですけど。

【好永氏】 その点に関してこちらから出来るのは、

勉強会を企画して行ったりすれば議員さんもふりや

すい。しかも自分の知っている業界に対してこうい

う勉強会をやってくれるという案が弁政連の若手か

ら来てるから、どうだろうという話をふればまあ勉

強会とセットの懇親会だと組みやすいんですよね。

ただこっちばっかり言ってはだめなので、そのへん

はやっぱり議員さんとうまくパイプをつくっておか

ないと。うちは青年部というのを作ったんですけど

まあそういう戦略とか作ってその青年部からのアプ

ローチで議員さんにこういうアイデアがあるけどど

うでしょうか、で、いくらかでも若手をそこに派遣

して、その実利を得てもらうというかそれがやっぱ

り必要だろうし。

【小川広報委員会副委員長】 あと、ターゲットとし

てですね、議員さんだけではなくて議員秘書さんと

の懇親というのも考えられた方が良いと思うんです

よ。議員さん本

人って本当に忙

しいですから、

挨拶にぱっと来

て帰られてしま

う。むしろその

秘書さんが議員

さん本人の代わ

りにですね、い

ろいろ懇親会と

か出席してかつ

いろんな情報を
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吸い上げて、議員本人にあげているのが秘書さん

だったりする。そいうことからするとむしろ秘書の

方しかも秘書という方は将来的に議員の潜在的な候

補者でもあったりする。そういうところと積極的に

発掘していくことは手なのかなと思います。もう一

つ。さっき各議員の方に、地方議員の方一人一人に

弁護士を張り付けるのがなかなか難しいという話が

好永先生の方から出たと思うんですけど、そうであ

るならばむしろ議員の方々から弁護士向けに政治を

語っていただいく、つまりそういうブレーンが欲し

い方に自分のアピールをしてもらって、「この人の

情熱だったら本来支持している政党じゃないけれど

いいや」ということも逆にありえるのかもしれな

い。むしろそういう上から割り振っていく形ではな

くて、そういうような話をする機会をいっぱい設け

ることによって、つながりを作っていくっていうの

もありうるのかなと思います。

【出井幹事長】 いろいろアイデアが出てきました

が、槇さん如何でしょう？

【槇氏】 福島支部は、組織としては比較的若手が多

い状況なんですね。でちょっとお話が出ましたです

けれど、いろいろ懇親会をやっている中で感じるの

は、短期的な経済的メリットを望んでいるというよ

りは知識欲のようなものが強いんです。この間民主

党の議員さんから復興の状況とか立法の状況につい

ての講演をいただくと共に協議会、懇親会をやると

いった時に比較的若手の出席率が高かったんです

ね。参加した人は、原発賠償の政府内での状況とか、

例えば警戒区域の区割りとかの最新情報を知りた

かったなんていうことを言ってたんで、そういう意

味では経済的なメリットの他に、情報というメリッ

トを与えてもらって来てもらうと活性化につながる

なるかなと思いました。

【出井幹事長】 関口さん、何か追加する事がありま

すか？若手会員に。

【関口氏】 なかなか若手会員に短期的にペイするよ

うなメリットを提供できるかという点では、すごく

難しいと思っているのですけれども、ただ弁護士は

そう遠くない将来６万人以上今の倍位の数になりま

す。そうなっていた時にどれだけ弁護士の職域が広

げられているのかという観点で考えないとダメで

す。その時、まず個々の弁護士が奮闘するいうこと

が絶対に重要な前提ですが、政治的なサポート、政

治家からの理解は絶対に必要だと思います。先ほど

松山先生がおっしゃられたように、魅力的な企画を

立ててかつ槇先生がおっしゃられたように知識欲を

満たしていくような企画を作っていって、若手の先

生方に参加してもらって、その中で政治にかかわる

長期的に活動していくことに意味があるということ

を広めていくのが良いのではないかと思います。

【出井幹事長】 有り難うございます。小川さん、な

にか今の話を聞いて何かありますか？付け加えるこ

とは？

【小川広報委員会副委員長】 この間実は民主党の中

西議員と、あと地方議員の方と候補者の方と飲み会

をやったんですよね。そこでそういうふうに膝詰め

して接触して話をする事によって今まで知らなかっ

たこと、見えなかったことが増えていくんで、朝食

会のあり方というものももうちょっと考えた方が良

いんじゃないかなという個人的な感覚があるんで

す。弁政連に入る前は、弁政連って要するに弁護士

と政治家がお上品に朝ご飯食べて別れると、何か“社

交クラブ”だか何だかとそういうイメージを持って

いたので実は自分からは弁政連に入ろうという気持

ちは全く無かったんですけど、逆にいうと多くの人

からそういう目で見られているんだろうなと思うの

で、それを踏み越える積極的な企画に打って出てい

かない限りはなかなか理解を得られないというふう

に個人的には思っています。

【柳楽編集長】 朝食会のネーミングを“朝食会”と

するのをやめてしまって、何かテーマを絞った“○

○勉強会”みたいにすればいいと思いますけれど

も、どうでしょう。

【小川広報委員会副委員長】 そのほうが議員の方は

乗りやすいんじゃないかな。

【関口氏】 議員さんは、これこれの弁護士と勉強会

をして、これこれのテーマで自分がメインで４５分話

した、と。

【柳楽編集長】 そう。「朝食会しました」より「勉

強会で弁護士たち相手にレクチャーしてきました」

と言った方が、有権者に対していいアピールになる

と思いますね。

【出井幹事長】 柳楽さん、ほかに何か付け加えるこ

とは？

【柳楽編集長】 これまで若手にとってのメリットを

考えるときに経済的側面にばかり目が向いていたと

ころがあったのかなと今日は大いに反省させられま

した。知識欲ですとかそういった情報に対する欲求

ですよね、ここに出ることによってこういう勉強が

できるよと、そういう事実、メッセージをうまく伝
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えることができ

たら若手の参加

意欲ももっと高

まるのではない

でしょうか。こ

れって見せ方を

変えるだけだと

思うんですよ

ね。そこで随分

変わると思いま

す。若手が興味

を持ちやすいよ

うな、知識欲を刺激するようなタイトルの企画とい

うのを、これは極めて広報的なセンスなんですけ

ど、そうした視点をいれて、若手を惹きつけるよう

な企画を、ネーミングから工夫していただきたいな

と思いました。

〈若手弁護士へのメッセージ〉

【出井幹事長】 それでは最後に、みなさんそれぞれ

皆さん自身が若手会員であるわけですが、若手会員

に対するメッセージ、これは弁政連に既に入ってい

る若手会員もそうでしょうし、これから入ってもら

いたい若手弁護士会員ですね、どちらに対するメッ

セージでもけっこうですので、それぞれ一言ずつお

願いしたいと思います。

【槇氏】 はい。福島県から来てますので、ちょっと

地方向けというか特に福島県の若手に対するメッ

セージになってしまいますが、今これだけ福島県

が、政治的にも社会的にも注目され、そんな状況で

弁護士も活動している中で、最後は政治の力が必要

になってくると思います。そのような状況で原発被

害者の救済のために、やはり若手にどんどん入会し

ていただき、かつ政治家との懇親会、協議会に出て

来てもらいたいと思います。自分たちがやって来た

活動がダイレクトに政治にフィードバックされるい

いタイミングと思い、これをチャンスだととらえ

て、是非政治との繋がりを含めて、頑張ってほしい

なと思います。

【出井幹事長】 それでは松山さん。

【松山氏】 はい。毎回企画委員会に参加して思うの

は、女子の方が少なくて私も寂しいんですよね。政

治に興味のある女性弁護士も少ないような気がしま

す。それでも政治家として活躍している女性弁護士

は福島みずほ党首など意外にも多いです。女性の方

にも弁政連の活動に興味を持っていただきたいです

し、そのために私も企画委員会で頑張って面白い企

画を考えてみますので、そちらに積極的に参加して

一緒に盛り上げていただければと思います。

【出井幹事長】 それでは好永さん。

【好永氏】 支部としても若手が活動出来る場です

ね。積極的に提供していくよう努力しますので、是

非入っていただいて、もちろん知識なり有形無形の

勉強は出来ると思うんですよね。それこそがメリッ

トなんじゃないのかなと思っているので、是非積極

的に参加してもらいたいと思います。あと、話は変

わりますがこの間の定期総会で、他士業の司法書士

とか行政書士とか社労士とかの活動を調べてみたん

です。かなり政治的な活動をして、大きな成果をあ

げているんです。それが弁政連に無いなあと思っ

て、そういう目に見える成果が弁政連にあると注目

が若手からも集まるのかなと、今のところ給費制の

問題がメインで来たと思うんですけれども、その辺

がやっぱり、若手には、訴求力がすごくある、そう

いう活動が実現出来る団体なんだ、結果が出たとい

えば、それこそ福島のところでも何か弁政連として

成果をあげました。と、別に職域じゃなくても被災

者の方の救済にすごく役立ちましたということであ

れば、それはそれで活動に参加する動機になると思

うんですけども。じゃあ、地方は地方で何ができる

んですか？といわれたら、地方は地方で、それこそ

条例とか目に見える成果としてうちの支部でこうや

りましたよというのを作っていきたいと思います。

そういう所を是非一緒にやっていただく若手に入っ

てもらいたいなと思います。

【出井幹事長】 それでは最後に関口さん。

【関口氏】 日々の業務の中で、政治に対して弁護士

がどういう風に関わっていけばいいか、なかなか考

える機会がないかと思います。私が弁政連に入って

よかったと思ったことは、政治との関わりの中で、

弁護士の活動にこんな世界があるんだということを

知って、視野を広げることができたことです。そし

て何よりも、端的に弁政連の活動は楽しいぞという

ことをお伝えしたいですね。今は弁護士業界に余裕

がなくなってきている時代ですが、だからこそ積極

的に弁政連に関与していって、日常業務外の活動を

して新しい知識を身につけていく。他士業との連携

も積極的にやっておりますし、そういう様々な出会

いの機会に参加する。そういった一つ一つの活動

が、本当に楽しく、意義がある。多くの先生と是非
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一緒に頑張っていきたいなと思います。ぜひ弁政連

に入ってください！

【出井幹事長】 ありがとうございます。今日はかな

り厳しい意見もいただきましたし、有益な意見もい

ただいたと思います。今日の懇談会、座談会を是非、

今後の弁政連の活動に活かしていければと思いま

す。本日は有り難うございました。

（平成２４年７月３日 於霞が関弁護士会館）

本部人事について
竹之内明
副理事長・常務理事
東京弁護士会
平成２３年度 東弁会長
平成２３年度 日弁連副会長

木津川迪洽
副理事長
第一東京弁護士会
平成２３年度 一弁会長
平成２３年度 日弁連副会長

澤井英久
副理事長
第二東京弁護士会
平成２３年度 二弁会長
平成２３年度 日弁連副会長

千葉景子
副理事長
横浜弁護士会
元法務大臣・前参議院議員

安藤良一
常務理事
東京弁護士会
平成１０年度 東弁副会長
平成１０年度 日弁連常務理事

藤村義徳
常務理事
東京弁護士会
平成１０年度 東弁副会長
平成２０年度 日弁連常務理事

鈴木善和
常務理事（本部前幹事長）
東京弁護士会
平成１９年度 東弁副会長
平成１９年度 日弁連常務理事

黒岩哲彦
常務理事
東京弁護士会
平成２１年度 東弁副会長
平成２１・２２年度 日弁連代議員

松葉知幸
常務理事
大阪弁護士会
平成１４年度 大阪弁護士会副会長
平成２４年度 日弁連常務理事

※�木道久会員（愛知県）が平成２４年６月１５日理事に就任
浅井嗣夫会員（福島県）が平成２４年６月１５日理事に就任
※山岸憲司副理事長が平成２４年５月１日辞任
下河邉和彦副理事長が平成２４年５月１日辞任

支部人事について
愛知県支部
川合伸子事務局長が辞任し、後任に�木道久会員が就任
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島根県支部が設立されたのは平成２２年９月ですから、設立して丁度２

年が経過したことになります。

設立時には県選出国会議員を地元に招いて懇親会を持ち、意見交換を

行いました。国会議員からは弁護士会活動のあり方について忌憚のない

意見も出されましたが、和やかにひとときを過ごし、有意義でした。

弁政連（支部）という組織の存在を知ってもらったことから、その後、

政党の新年賀会などへの招待があり、支部会員が参加してその時々の司

法問題について意見交換を行ってきました。

遺憾ながら、その他には支部独自の活動は余り行っておらず、支部活

動と弁護士会の活動が混然一体となっています。法曹養成制度、全面的

国選付添人制度、マイナンバー制度などでの国会議員要請活動などが然りです。

支部の存在意義は何といっても数少ない（当支部では衆議院議員３名、参議院議員２名の計５名）国

会議員と、政党の枠を越えて親しく懇談し、面識を持ち、私共の立場、考えを理解してもらうことにあ

ります。

今後はそのような視点から活動を再構築して行きたいと考えています。

和歌山支部は、平成２２年１２月１１日に設立しましたが、その後は特に活

動と称すべきことができないまま今日にいたっておりました。

しかし、なんら活動をしていなかったわけではなく、これまで和歌山

県知事や和歌山県議会議員と和歌山弁護士会との意見交換会を実現すべ

く交渉を行っていましたところ、つい先日の８月２８日に知事の快諾を得

て、１１月７日に意見交換会、懇親会を開催することを正式に合意しまし

た。この交渉の過程では知事が弁護士会、弁護士との意見交換に大変積

極的であることがわかりました。県との間では、相互に要望、要請し、

協力すべき問題が数多くあります。この意見交換会を実のあるものにす

ることが必要であり、そのために弁護士会側にも十分な準備をするよう

に要請しています。

さらに日程はまだ確定していませんが、和歌山県議会の議員さん達とも同様の会を開くことがほぼ決

まっています。

支部報告�

松原 三朗支部長

有田 佳秀幹事長

和歌山支部 当支部の活動について
和歌山支部 幹事長 有田 佳秀

島根県支部 国会議員との懇親をめざして
島根県支部長 松原 三朗
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編集後記 若手会員から貴重な意見が出されました。弁政連の今後の活動に生かすことが必要です。（いいだ）
オリンピックも国際情勢も国内政治も熱い夏でした。（いでい）
将来に希望を持ちたい人は、もっと会内・会外の政治に関与するべきだと思います。人任せにしているだけでは

何も良くなりません。（なぎら）
気力体力を消耗した夏も終わり、ようやく落ち着きを取り戻してきました。政治の世界もそうであってほしいものです。（おがわ）
自治体のみならず様々な分野のニーズに応える法曹でありたいと思います。（おかもと）

福島みずほ社民党党首との朝食会

８月２０日、福島みずほ社民党党首との朝

食会が開催された。弁政連からは平山弁政

連理事長ほか２５名が参加した。冒頭、福島

党首より、政治家を志された動機や夫婦別

姓、DV法、監獄法等についてお話いただ

き、さらに、消費税増税法案、脱原発、憲

法改正といった現在の政治情勢について詳

しくお話を伺うことができた。福島党首

は、他国での増税のあり方や我が国の増税

の問題点について解説し、また、断層の地

質調査において判断の客観性・公平性が担

保されていない点に触れ、脱原発基本法の早期成立を目指すとの考えを述べられた。「『弁護士としてやっ

てきたテーマ』を政策に反映できるのが政治家の仕事」、と述べられていたのが印象的だった。

（企画委員会副委員長 松山いずみ）

「自治体行政インハウス・ローヤー特別講演＆希望者登録説明会」を開催

７月２５日、企画委員会主催による標記イ

ベントが開催された。幸田雅治中央大学特

任教授と、流山市の任期付職員である帖佐

直美弁護士を講師にお招きし、「自治体に

おける弁護士の役割とキャリア形成」とい

うテーマでご講演をいただいた。被災自治

体における弁護士任期付職員の必要性や、

実際の任期付職員の職務・その後のキャリ

アなど、貴重かつ実践的な内容となった。

６０名以上が参加し、多くが自治体インハウ

ス・ローヤーの希望者として名乗りを上げ

るなど、国や自治体を通じて社会に貢献したいという、参加弁護士の関心の高さがうかがわれた。弁政連

では、引き続き自治体行政とその担い手を支援する活動を展開していく予定である。

（企画委員会副委員長 岡本 正）

�������	
�	���
�������
������������ 2012.09.19 09.29.08 Page 14




